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第 1章緒言並に文献
当衛生学教室に於ては多年腸内菌叢の研究を進めているが，本研究もその一環をなすもので
ある。抑々腸内菌に関しては Escherich(1899)の B.coli並に B.lactis arogenesの記
載以来多数の学者により研究せられ，その文献も枚挙に遣がない。併しながらその研究は通性
菌に関するものが多く，嫌気佐菌に関するもの、が比較的少L、。而して嫌気性菌に関する研究も
有芽胞菌のものが多く無芽胞菌に関するものが少し、。無芽胞菌に於ては 1900年 Tissierが乳
児糞便から Bacillusbifidus commnnisを分離培養する事に成功して以来， この菌に関す
る業績が多いが他の菌に関するものは比較的稀である  o Distaso及び  Deboeoは無芽胞
性嫌気性菌について記載し， 1919年 Castellaniand Chalmerは無芽胞， i局佐嫌気梓菌に 
Bacteroidesなる属名を与え， 腸内菌叢中重要な事を示したが， その後この方商の研究は久
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しく顧られなかった。然るに我が教室に於て 1933年藤川氏が成人腸内菌叢に関して詳細な研
究を遂行し Bacteroidesの重要性を指摘した。続いて柳沢(利)氏の業績があり，更に今津
氏の詳細な研究が出て関明されるところが多かった。今津氏は Bact.tortuosus についても
ふれてレるが研究の余地多々あるを信ずると述べた。腸内菌叢の生理的意義に関しては充分
明かではなし、が，この多数の腸内菌が何らかの意味があるとするならば，その内多数を占める 
Bacteroides，特に Gram陽性菌群が重要と言わねばならなし、。 Bacteroides中第 3位を占
める B.hi白dusが乳児の消化生理に重要な役割を演じている事が知られているが， これに次
ぐ Bact.tortuosus (Debono)も Bacteroides中の一重要菌種と言わねばならなし、。著者
はかねて松村前教授の命により Bact.tortuosusの分類学的研究に従事した。従来本菌に関
する記載が甚だ稀であるので，旧稿を整理し不備を追試し，ここに得た成績を報告する次第で
ある。
文 献 roides中第 4位を占める Bact.tortuosusは全 
Distaso (1911)は人及び動物の腸内菌中 micro- 菌株 584株中 13株 (2.4%)を検出したが，本菌に 
bes proteo lytiquesとして 4群 11種を記載し， 就ての研究充分ならずと附記している。
その中 Bact.multiformis，Bact. tenuis spaltu- 第 2章実験菌株の蒐集 
lformisをあげ，類、芽胞，偏性嫌気性， Gram陽性 第 1節菌株選定の方針
菌として記述している。更に Distaso (1912)は健 Bact. tortuosusは既述の如く文献も乏しく，且
康成人の腸内菌群について詳細な研究を発表し多嫌 本菌として記述せるものも性状必ずしも一致せず，
気性菌として Diplobacillusacuminatus，Bact. Bact. tortuosusと決定する条件に疑義がないわけ 
pseudoramosus，Baet. cornutus，Bact. dimor- ではないが， Debonoの記載を中心として，その他 
phus var longa，Bact. multiformis，Bact. te- の文献を参照し，集落の状態と，形態を主として選 
nuis spaltulformis等の Bacteroidesを記載し 定する事とした。即ち Zeissler氏平板上の集落は 
Debono (19l2)は人の腸内から 6新菌種を分離 不正円形屑平で，中央に凹みがあり叉この中心更に 
L，その中に Bact.tortuosus (Bacteroideめを 高まる如きものもあり，不完全溶血があり，菌は
記述している。 Eggerth (1933)は成人及び小児の Gram染色陽性，細長し、揮菌で腎曲しているもの，
糞便から Bacteroideslentus，Bacter. aerofa・ 叉屡々長連鎖を作り毛髪のもつれたようなものをー 
ciens，Bacter. biformis，Bacter. catenaformi- 応 Bact.tortuosusとして採る事とした。
s，Bacter. avidus，Bacter. limosus等の Bact- 第 2節実験材料及び分離方法
eroidesを検出した。藤川氏(1933)は健康成人の 実験材料としては人糞便を使用したの即ち乳児 10
新鮮糞便から振謹混合法を以て分離した菌種に就て 名，幼児(1--5才)20 名，小児 (6~12 才) 15名，
検討し， Bacteroidesが絶対多数を占める事を発見 成人 20名の糞便より分離を試みた。 
L，従来の腸内菌叢に関する見界を一新した。氏の 分離方法は新鮮な糞便を 10万倍位に稀釈して，
分類第 4群が Bact.tortuosusに酷似していると これの 1白金耳を取り， Zeissler氏葡萄糖血液寒
述べた。柳沢(禾1])氏(1935)は犬の腸内 Bacter- 天平板培地上にコンラーヂ棒を以て平等に塗布して
oides Vこ関して研究し， 蛋白偏食に於て Bactero- 嫌気鐘に収め， 370C 4日間培養を行って，独立した
idesの激増を認めた。今津氏(1937)は腸内 Gram 集落を生ぜしめ，染色検鏡して B.tortuos附独特
陽性 Bacteroidesに関する詳細な研究を行った。 の長連鎖を有するものをとり，さらにこれを 2回単
氏は健康成人の腸内菌叢の約 86%は偏性嫌気 離を行って菌株を分離した。
性苦言で而も Bacteroidesはその約 83%を占め， 嫌気性培養法としては種々の嫌気性培養中，教室 
Bacteroides中でも Gram陽性菌群がり3以上を 常用の藤]l!，柳沢，改良黄燐法を使用した。
占め，中でも今津氏の所謂 Bact.pelotonが最も 菌株の保存には， Zeissler氏葡萄糖血液寒天上
多くその 4んを占めてし、たと言う。而して Bacte- に 370C4日間培養したものを，嫌気鐘に収めたま 
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L冷暗所に保存するか，又は葡萄糖血液寒天に穿束1]
培養370C4日間したものを氷室に保存した。保存
期間は 1ヶ月をもって相継ぎを行うのが適当と息わ
れた。
第3節分離成績
幼児より 12株，、小児より 8株のB. tOI加 OSl胞
を分離したが乳児，成人よりは 1例も分離されなか
った。 Zeissler氏葡萄糖血液寒天に生じた総集落
に対する数の割合は 2~5% の聞であった。乳児及
成人の糞便から検出出来なかったのは恐らく稀釈{fT
数が多かった為めと想像される。
第 3軍分離菌株の生物学的性状
第1節'形態 
Zeissler氏葡萄糖血液寒天上に 370C 4日間培養
した菌について観察するに長さ1. 5~ 17.0p.， I隔 0.4~ 
0.7μ の細長い樗菌であって，湾曲せるものがあり，
叉板めて翼々長い連鎖をつくり毛髪の縫れた如き様
相を呈する。染色に於ては，普通 Anilin色素によ
って良〈染色される。叉しばしば特に濃染する箇所
を有することがあり， Diphtheria菌の異染小体を
J思わせる如き様を呈することがある。 Gram染色は
陽性であるn 
以上の所見は，他の培地に於ける培養につし、ても
差違を認めなかった。 
芽胞並に爽膜は，余の使用した如何なる培地に於
いても認められなかった。
鞭毛も Lo田er氏法及び西沢，菅原氏染色法にて
証明する事が出来なかった。
第2節運動性
Le ber-Le ber-Boui1on培養 12時間前後のもの
について暗視野摂置で検査するに全株，個有運動を
認めなかった。
第 3節各種培地培養所見
第 1項{Zeissler氏葡萄糖血液
寒天培地培養所見
同平板に菌を塗布し 370C4日間嫌気鐘に収めて
培養し観察するに，灰褐色，不正円形，表面粗な集
落を生じた。その上面は扇平であり，中央凹んで
Delleを作わさらにこの中心部がや L高まってい
る。この中心の高まっている箇所は赤褐色を呈し
た。叉集落の周囲の培地は愛色して灰掲色を呈した
が溶血は認められなかった。高層培地に穿刺して培
養するに，表面より約 1cm下方より線状に発育す
るのを認、めたが，培地に亀裂を生ずることはなかっ
た。
第 2項 20%血液寒天培地所見
嫌気性培養に於て Zeissler氏葡萄糖寒天培地に
於けるよれや L発育が劣るように思われたが，他
の所見に関しては差異を認めなかった。
第 3項普通ブイヨン，ベプトン
水及普通寒天培地所見
嫌気性に培養しでも各培地共に菌の発育をみなか
った。
第 4項 1%葡萄糖プイヨゾ所見
菌を接種して嫌気鐘に収め.370 C 4日間培養を
行うと，培地がわづ、かに混濁して管底に少量の、沈澱
を認、めた。
第 5項 2%葡萄糖寒天培地所見
菌を塗布して嫌気鐘に収め， 370C 4日間培養す
ると，灰白色，不正円形，扇平非薄，中央やや挙上
した半光沢を有する集落を生じた。
高層培地に穿刺して培養すると，表面より約 1cm
の所から深部にかけて線状の発育を認めたが，ガス
発生による亀裂は認めなかった。
第 6項馬鈴薯エキス加寒天培地所見 
細切し，蒸し押しつぶした馬鈴薯 100gに水 800
CCを加えて 1時間半煮沸， これをフランネルにて
躍過して， その瀦液に 2%の割に寒天を加え， pH 
7.0に修正して， 1000C 30分づっ 3日間間歌蹴菌し
これを平板として用いた。
この培地に菌を塗布し， 370C 4日間嫌気鐘に収
めて培養を行ったが，全菌株発育し，灰白色，不整
円形，眉平表面やや湿った半光沢を有する集落を生
じた。 
第 7項肝片プイヨン所見
この培地には全菌株よく発育して， 2.-.4日で肝
片の周囲に雲集性の発育を認めた。しかし肝片の黒
~，消化，ガスの発生は認められなかった。
第 8項牛乳培地所見
新鮮な牛乳を 3cc宛減菌小試験管に分注し， 100 
。C 15分づっ 3日間間駄滅菌後，菌を接種して嫌気
鐘に収め， 370C 7日間培養を行ってこれを観察し
た。白酸の産生を検査するには 0.2%のB.T. B. 
液を滴下して色調の安イじでこれを知ること与した。
全菌株共に発育して，酸産生による凝閏を認めた
が，ラプ酵素による凝間及び消化は認められなかっ
た。
第 9項ゲラチン液化
通常のゲラチシ培地に 2%の割に葡萄糖を加えて
使用し，多量の菌を穿刺培養して室温に放置するに
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14~21 日で菌の発育は認められたが，ゲラチンの液
化は認められなかった口
第 10項イシドール反応
2%ベプトンプイヨシに肝片ブイヨン 48時間培
養 0.5cc宛移植し，嫌気性培養を 5日間行い，北里
ザルコウスキ{氏法でインドール反応を検出するに
全株陰性であった。
第 11項硫化水素産生
糖寒天に多量の菌を穿刺し嫌気性に培養するとと 
2週間に及ぶも培地時黒愛せなし、。即ち硫化水素は
全株陰性であった。
第 12項合水茨素分解作用
含水炭素はキシローゼ，ラムノーゼ，グγLコーセ、、，
フルグトーゼ、，ガラグトーセ¥サッカローゼ、，ラク
トーゼ，デキストリル澱粉，イヌリ:Y，グリコー
ゲン， マンニット，セルローゼ，の 13種を使用し
た。含水炭素分解作用を検するには Barsiekow氏
培地の安法を用いた。即ちベプト:Y7.K100 cc Vこ各種
の合水茨素 19を加え，小試験管に 3cc宛分注し
て， 1000C 15分づっ 3日間間獄蹴菌を行ってこれ
を使用した。指示薬は最初これを加えず，培養後に 
0.2% B.T. B.液を滴下して酸の産生を検査し，叉 
ガスの産生は Durham管を用いてこれを判定し
た。この培地に菌を接謹後，嫌気鐘に収めて 370C
10日間培養してその成績を求めた。その成績は第 1
表に示す知くである。
第 4節酸素要求度
好気性培養では全く発育せず，即ち全菌株共に偏 
性嫌気性菌であった。
第 5節水素イオン濃度の発育に
及ぼす影響
酢酸及び炭酸ソーダを用いて， pH 5.0，5.5，6.0， 
6.5，7.0，7.5，8.0，8.5，9.0，に修正した。 Zeissler
氏葡萄糖寒天平板培地及び葡萄糖寒天平板培地に菌
を移植，嫌気培養してその成績を観察した。両培地
共に pH6.0より 8.5までの聞の培地には菌の発育
を認めたが， 7.0及び 7.5の培地に於いては特に他よ
り良好な菌の発育を認めた。
第 1表 合水ー炭素分解作用
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り，これを重湯煎上にて加熱し，所要温度に達して
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第4章生物学的性状に依る分類 
生物学的性株に就て，20前述の如く，分離菌株 後，菌をこれに浮活字せしめ，所要時間ごとに白金耳
状を検したが，菌形態及び各種培地に於ける態度共 にて Zeissler氏培地平板上に塗布して培養を行し、
に類似し，た Yラムノ-;tl，グキストリシ，澱粉， 観察した。
イヌリルグリコーゲン，マンニヅ下の分解に於い 3その成績は第
60
表に示す如くで， 
30 C0 分の加熱で死滅することを認めた。
分， 56
 60C0
て差違を認めるのみである。依ってこの含水茨素に
対する作用により次の 4群に分類を試みた。
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2019181714， ， ， ， ， 
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No.15，菌群菌株D
9
1

12
 13. ，
第 2節薬液に対する抵抗試験 
， 
1%及び2% レゾ、 -J
0倍の昇末水につき，
2%及び1%石鹸水液，];，
倍及び1
のグ
2分より 
02，炭酸水，jの石 
室温 (200C)に於L、て， 1 時間にわたる抵
抗試験を行った。
その性状を一覧表とナるに第 2表の如くである。
第5章抵抗試験 
A菌群より No.1No.20菌株，， B菌群より No.
5No.9菌株， c菌群より No.6，No.1菌株，， D
菌群より No.15菌株を選び、実験を行った。
第 1節熱に対する抵抗試験 
実験には Zeissler氏培地平板上に 4日間培養し
た菌を用い，先づ滅菌生理的食塩水 2cc vこ菌を浮
説せしめ，他に所要2倍濃度の薬液 2ccをつくり，
この 2者を混和振謹後一定時間ごとにピペットを用
いてその 1滴を肝片プイヨンに移し培養し，培養4
日後に染色検鏡を行った。叉所定濃度薬液 1滴宛肝
片プイョ γに加え，薬液を作用させない菌を接種し
分迄の加熱抵1に於て0C56 60分より60及び0C て同時に培養を行って対照とした。
その成績は第4表の如くであった。抗試験を行った。
実験には Zeissler氏培地平板上に 4日間培養し 第 4表の1. 1%グレゾーノL石鹸液
た菌を用いたη 先ず滅菌生理的食塩水を試験管にと に対する抵抗試験
0C56加熱抵抗試験 
事|嗣1「i[:l
 
第 3表の1. 
事li31引司引引会|引H
 
A 201:|:|:lzl二i二|二l二1-2;(:lElil:1:|+ 

+ 
B l:i:l:|: 
9 
B 
5 
:l:1:l:l: 
C 
6 
二|:l:1:[:[:l:(1 
15 D/
lJl:l:|:lzl二(二
 
D 
2%
第4表の 2. グνゾー ノL石鹸液
600 C
内事Ilr3 510120|ぺ60fノi- fノi-1 7.ノ:rI7iべ、 fノi-If.ノi-
1 + 
十 1:1:A 20+ +++ + 一一 
5 + +B 9 + + +1+ 
6 + + + 十 +C ‘ 1+ + + + 一一 
|+l+l+|+|+i-i-15 
第 3表の 2. 加熱抵抗試験 に対する抵抗試験
A 
B 
C 
+ 

D 
C 
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第 4表の 3. 1%石炭酸水に対する
抵抗試験
分 時間 ) 時塑1事刷会1212121230 
1 ++++一 一A 
20 +1++++ + 
5 一+++ + B 
9 +十 +十 +一 
6 ++ + +十 一
11 ++ + +++一
一
一 
D i 15. i+I+I+!+I+I+!-!-
抵抗試験
第 4表の 4. 2%石安酸水に対する
事帥iA121210 分 fノ]'I~ノíJ" 
1 ++十 一 一 一A 
20 +ァト ++1+ 
5 ++1+++ 一B 
9 ++'++ 
6 +++ + 一 一C 
11 +++ + +一 
D I15 1+!+I+ 1 +I 1-I-1~ 
第 4表の 5. 2，000倍昇戎水に対する
抵抗試験
車lt3Mlz10 習|罪lh|自分 
1 + + 一 一 一A 
20 + + 一 一 一 一 一 
5 ++一 一B 
9 + 一一 
6 
C 
11 +1+一一一一一一 
D I15 I十 /+/-1-1-1-1-1-
第 4表の 6. 1，000倍昇末水に対する
抵抗試験
A 
加分 
Dl引+ド1-1-1-1-1-.1-
2，000倍昇末にては 5分， 1，000倍昇京水にては 3
分にて死滅し，昇京水は使用薬液3者中最も強力で
あった。
第 3節控気に対する抵抗
室温 (200C)に好気状態に放置された Zeissler
氏葡萄糖寒天培地上の菌は， 4時間までは発育能力
を保持していたが， 6時間では死誠した。
第6章莞痩血清学的性状
第 1節免疫血清の作製
第 1項菌株の選摂
生物学的性状による 4菌群より，代表菌株として 
A菌群より No.1菌株， B菌群より No.5菌株， C 
菌群より No.6菌株， D菌群より No.15菌株を選
んだ。
第 2項免疫血清の作製方法 
Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板上に 4日間培養
を行った菌を用し、， これを白金耳でとり 0.3%の割
にホルマリンを加えた減菌生理的食塩水中に 1cc 
あたり 1mgの割で浮前せしめ， 370Cの附卵器に 2
時間，更に氷室に 1昼夜放置して，これを抗原とし
て用いた。
免疫を行うには家兎を用い， 4日目毎に注射を行
ったが，第 1回 0.5CC，第2回1.0ccを皮下に， 第 
3回 0.5cc，第4間以後は 1cc宛に耳静脈に注射し，
計 7回の免疫注射後7日目に試採血を行って燦集価
を測定し.3，20....6，400の凝集価を得たので全採血
を行いこれから血清を分離し 560C30分加熱して非
働性となし， 0.5%の割に石茨酸を加えこれを免疫
血清とした。
第 2節凝集反応 
25倍より 6，400倍まで、の稀釈血清について凝集反
応を行った。即ち各稀釈血清0.5ccに各菌浮灘液 
0.5 ccを加え， 37 0C に 2 時間保ち次で室温で 18~ 
24時開放置して後観察した。 その成績は第5表の
如くである。即ち各血清は各菌株に対して 1，600--
6，400の凝集価を示L，その聞に殆ど差違を認めな
かった。
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第 5表 凝集価総括表
5 6 15事|快I1 
1 
2 
3 
4 
7 
• 8 
10A 
12 
13 
14 
17 
18 
19 
20 
5 
B 
9 
6 
11 
16 
C 
6，400 6，400 3，200 6，400 
6，400 6，400，. 1，600 3，200 
6，400 3，200 1，600 6，400 
3，200 6，400 3，200 6，400 
6，400 6，400 1，600 6，400 
3，200 6，400 3，200 3，200 
3，200 3，200 3，200 6，400 
3，200 3，200 3，200 3，200 
6，400 6，400 3，200 6，400 
'6，400 6，400 3，200 6，400 
6，400 3，200 1，600 3，200 
6，400 6，400 3，200 3，200 
6，400 6，400 3，200 3，200 
3，200 3，200 1，600 6，200 
3，200 6，400 
6，400 6，400 1，600 I6，400 
6，400 3，200 3，200 3，200 
6，400 6，400 3，200 3，200 
3，200 3，200 1，600 6，400 
D j 15.1ω00 j 6，400 j 1，600 jω00 
第 3節擬集素吸収試験
免疫血清を作成した菌株，即ち No.1，5，6，15 
菌株を用い各免疫血清の 25，100，200，400倍稀釈
についてー夫々療集素吸収試験を行った。
その成績を見るに各血清の有する療集素は各菌株
の有する頭集原によってととごとく吸収され，各菌
株聞に殆んど差違を示さなかった。
第 4節免疫血清学的性状に依る検討
以上の実験より，余の分離した 20の菌株は，生
第 8章総
物学的性状の如何にかかわらず免疫血、清学的には単
ーなることを知った。
第7章考 察 
Bacteroides tortuosus Debonoなる Gram陽
性の Bacteroidesについて余の検査した成績と， 
Debono，Eggerth，藤}Il，今津4氏の記載せる成
績とを比較一覧表とすると第2表の如〈である。 
Debonoは太菌が普通プイヨゾ，普通寒天に成育
し，牛乳培地に於いて酸を産生するも凝固を起さ
ず，叉ゲ・71.-コーセコサッカローセ¥ラグトーゼの含
水茨素を分解して小量ながらガスを産生すると述べ
ている点に於し、て一致を見ず， Eggerthの成績と
は合7.K茨素の分解に際しガスを産生している点に於
て異る。藤川氏の記する所の第4菌群とは牛乳培地
に対する態度及び4合水茨素分解作用に於て卑り，叉
今津氏の成績とは合水茨素分解作用に於いて一致し
ないものが多い。
要するに検査項目が同一でなレから充分な比較が
出来ないが余の成績と， Debono，Eggerth，藤川，
今津氏等の成績の一致するところは，糞便中より分
離された，菌形態を同じくし，芽胞を形成せず，運動
性を有せず，硫化水素，インドール反応何れも陰性，
グラチシを液化しない Gram陽性 Bacteroidesで
あるとし、う諸点である。しかして一致しないところ
は主として含水炭素の分解作用である。故に枝葉の
点では不一致のところもあるが大綱に於ては大差が
ないと認められる。而も余の生物学的性状によって
分類を試みた 4菌群が免疫学的性状に於いては単一
種と認められる点から見て，諸氏の菌も余の菌も等
しく Bacte"oidestortuosusであるとされてよい
と忠われる。
括
人糞便より分離した Bacteroidestortuosus 20株の主な性状を概括すると次の如くであ
る。
1. 長さ1. 5---17.0/1，幅 0.4，.0.7μ の細長い枠菌で、屡々長い連鎖をつくる O 普通 Anilin色
素K好染し， Gram染色陽性，芽胞を形成せず，鞭毛，爽膜，運動性を有しなL
2. Zeissler氏葡萄糖血液寒天培地， 20%血液寒天培地上に友坦色の集落を生じ， 集港周
囲の培地を友褐色に変色させるが溶血は起さなし、。 
3. 普通ブイヨン，普通寒天，ベプトン水に発育しなし、0 
4. 糖入ブイヨン，糖入寒天並に馬鈴薯寒天に発育するO 
、。 
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5. グラチンを液化しなし、。 
6. インド ~jレ反応陰性。硫化水素を産生しな L 、。 
7. 肝片ブイヨンには良く発育するが，肝片の黒変，消化，ガスの産生は認められなし、0 
8. 牛乳培地に於いては酸を産生し，酸凝固を生ずる。 
9. キンローゼ，ラムノ{ゼ，グJレコ{ぜ，フルクト{ゼ，ガラクト{ゼ，サッカロ{ゼ，
13レロ戸ゼのJセ ト， γマンニグリコ{ゲン，ラクト{ゼ，デキストリン，澱粉，イヌリン，
種の含水茨素を使用してその分解作用を検した。而して菌株によりラムノ{ゼ， デキストリ
ン，澱粉，イヌリン，グリコ{ゲン，マンニットの分解に於て差異を認めた。依ってこれら合
水-炭素に対する分解作用によって 4群に分類を試みた。即ち 20株中A菌群は 14株， B菌群は 
2株， c菌鮮は 3株， D菌群は 1株で、あった。 
10. 好気的にはどの培地にも発育しなし、。即ち偏佐嫌気性菌であるO 
11. 発育至適 pHは 7.0"'-'7.5であるO 
12. 560C60分， 600C30分の加熱で死滅する。 
13. 2，000倍昇宗水にて 5分， 1，000倍昇宋水にて 3分で死滅する O 
14. 曝気状態にて 6時間で発育能力を失う。 
15. 本菌は免疫血清学的には単一種で、あった。
本稿を終るに臨み前教授松村先生の御指導に対し深甚なる謝意を表すると共に谷川教授の御教
示並に御校聞を感謝します。
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附 図 
1. Bact. tortuosus顕微鏡所見 (744倍〉 
2. Zeissler葡萄糖血液寒天上集落
